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はじめに 

平成２５年４月に策定した「相模小学校移転に係る整備方針」では、整備方針として、

「①豊かな学びを創造し、確かな学力を育む学校づくり」、「②安心安全な学校づくり」、

「③環境にやさしい学校づくり」、「④地域に親しまれる学校づくり」を掲げています。

本計画は平成３０年４月開校へ向けての基本・実施設計において、これらの考え方を

実現するために必要な諸条件について、その方向性をまとめたものです
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第 1章 前提条件  

現在に至る歴史の中で、施設や児童数、周辺の状況から現状での継承すべき事項や改善すべき問

題点を把握し、本計画につなげます。 

１.概要 

（１）平塚市の概要 

平塚市は、神奈川県のほぼ中央、相模平野の南部に位置し、東京から南西方向に約 60ｋｍ(Ｊ

Ｒ東海道線の普通電車で約１時間)となっています。面積は 67.88ｋ㎡、東西延長約 12.45ｋｍ、

南北延長約 10.20ｋｍであり、東部は茅ヶ崎市、寒川町、北部は厚木市、伊勢原市、秦野市、西

部から南部は中井町、大磯町、二宮町に隣接し、約 4.8ｋｍの海岸線から西北に広がる扇形で、

相模川と金目川の下流域に発達した平野と、それを取り囲む台地と丘陵から形成されています。

背後には丹沢・大山山麓が控え、西方には富士・箱根連山を遠望できる四季温和な気候に恵ま

れたまちです。人口は 258,539 人(男性 130,439 人、女性 128,100 人)、世帯数は 105,481 世帯

となっています。(2013 年(平成 25年)4 月 1 日現在) 

平塚市は、江戸時代に東海道五十三次の宿場町として栄え、1887 年（明治 20 年）に鉄道（現

在のＪＲ東海道線）が開通すると、平塚駅を中心に発展してきました。 

1932 年（昭和 7年）4月 1日、横浜、川崎、横須賀に次いで、県下で四番目に市となり、商工

都市としての第一歩を踏み出しました。 

第二次世界大戦で大きな被害を受けましたが、戦後、焦土のなかから再び復興へと力強く歩み

始め、1954 年（昭和 29年）から 1957 年（昭和 32年）にかけて、１町７村を合併し、現在の市

域となりました。その後、都市施設や市街地の整備が進み、商工業の成長とともに住宅地とし

ても発展し、現在に至っています。 

（２）移転予定地のアクセス 

移転予定地は、平塚市の北部で、ＪＲ平塚駅から約 7.5ｋｍ、ＪＲ東海道新幹線の北側に位置

し、北約 3.4ｋｍに東名高速道路厚木ＩＣ、相模川を越えた東約 1.5km にさがみ縦貫道路寒川北

ＩＣがあり、移転予定地はツインシティ大神地区土地区画整理事業（以下「土地区画整理事業」

という。）区域に位置しています。 

計画地

大神公民館

東海道新幹線

相模川

現相模小学校

相模線

寒川北 IC

敷地周辺図(※Google マップ参照)

現在通学区域
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（３）学校の沿革・行事 

学校の沿革と主な年間行事を以下に示します。

沿革 

昭和 51 年 4 月 1 日

       4 月 20 日

       5 月 11 日

       7 月 20 日

昭和 52 年 2 月 1 日

昭和 60 年 3 月 5 日

       4 月 27 日

平成元年

平成 2年 2 月 11 日

平成 7年

   11 月 19 日

平成 12 年

平成 22 年

神田小学校から分離し、平塚市立相模小学校創設。 

開校式典挙行。以後、4月 20 日を開校記念日とする。 

学校のシンボル「くすのき」を体育館南側に移植。 

校章制定。 

校歌制定（作詞：校歌制定委員会 作曲：柳沢浩）。 

新校舎（現第 2校舎）完成。 

創立 10 周年記念式、新校舎落成記念式。 

記念誌「さがみ」発行。 

体育館全面改修。校庭改修及び整地。 

ＰＴＡ花壇 15周年記念設置。 

プール新築。本館（現第 1校舎）校舎改修。 

創立 20 周年記念式典挙行。ハナミズキ植樹。飼育舎新築。 

創立 30 周年。 

創立 40 周年。 

主な年間行事 

・入学式・着任式・始業式 ・離退任式 ・稲刈り ・林間学校(6年)

・登校班編成・登校指導 ・交通安全教室 ・遠足(1年) ・学校へ行こう週間

・授業参観・懇談会 ・学校説明会・PTA総会 ・校外学習(3年) ・平塚市小学校音楽会

・遠足(2年、3年、5年) ・家庭訪問 ・校内図工展 ・授業参観・懇談会

・なかよしキャンプ ・地震避難訓練

・火災避難訓練 ・さつまいもの植え付け ・幼小図工作品展（美術館） ・相模なかよしふれあい祭り

・こころの劇場(6年) ・運動会 ・遠足(4年)

・修学旅行(6年) ・音楽鑑賞教室

・引き取り訓練 ・田植え ・教育相談

・相模川上下流域等交流(4年) ・授業参観・懇談会

・プール開き ・入学説明会

・教育相談

・授業参観・懇談会

・クリーン大作戦 ・なかよし作品展（美術館）

・地震津波避難訓練 ・クリーン大作戦

・校外学習(5年) ・卒業の日

・さつまいもほり ・修了式

8
月

7
月

9
月

4
月

5
月

・神田中学校区子ども読書活動講演会(1～4年)

6
月

1
月

1
2
月

1
1
月

・歯科巡回指導(1年、3年、5年)

2
月

3
月

1
0
月

・全国学力・学習状況調査(6年)

・不審者対応避難訓練・防犯教室
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２.児童数等の推移 

（１）全児童数の変化 

平成元年と平成25年を比較すると、通学区域の変更がない中で児童数は627人から213人(34％)

減少し、414 人になっています。また、クラス数は 18 クラスから 5クラス(1 学年平均 1クラス)

減少し、13 クラスになっています。 

ここ 5 年間では児童数が約 430～410 人(1 学年平均 72～68 人)、クラス数は 14～12 クラス（1

学年平均 3～2クラス）で推移しています。 

今後、平成 30年 4月に通学区域再編成が予想され、児童数はいったん減少することが考えられ

ますが、土地区画整理事業の人口増に伴う児童数の増加が予測されます。 

250

300

350

400

450

500

550

600

650

700

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

211人
34％減少

児童数
(人)

学級数
(組)

各年５月１日現在

( 　)内は特別支援　外数

H1 18 (0) 627 (0)
H2 18 (0) 612 (0)
H3 18 (0) 585 (0)
H4 17 (0) 561 (0)
H5 17 (0) 542 (0)
H6 17 (0) 528 (0)
H7 17 (0) 519 (0)
H8 16 (0) 494 (0)
H9 16 (0) 479 (0)
H10 17 (0) 490 (0)
H11 15 (1) 483 (2)
H12 15 (2) 469 (3)
H13 14 (2) 465 (5)
H14 14 (2) 470 (5)
H15 15 (2) 483 (6)
H16 15 (2) 488 (2)
H17 15 (2) 462 (2)
H18 15 (1) 438 (1)
H19 13 (1) 421 (1)
H20 13 (1) 427 (2)
H21 14 (2) 425 (3)
H22 12 (2) 403 (5)
H23 13 (2) 408 (5)
H24 13 (2) 409 (4)
H25 13 (2) 409 (5)

学級数 計
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（２）学年別児童数の変化 

近年の学年別児童数は、平成 2 年の 6 年生 133 人(3 クラス・1 クラス 45 人)が最大人数で、平

成 20年の 3年生 54人(2 クラス・1クラス 27 人)が最少人数となります。 

平成 5年以降、多い学年でも 100 人程度で、平成 21 年以降は 90人を超えていません。 

特別支援学級は 25年間で最大 2クラス、最大児童数 6人です。 

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

児童数

(人)

( 　)内は特別支援　外数

組 組 組 組 組 組

H1 3 99 (0) 3 91 (0) 3 96 (0) 3 92 (0) 3 132 (0) 3 117 (0) 18 (0) 627 (0)

H2 3 98 (0) 3 103 (0) 3 88 (0) 3 95 (0) 3 95 (0) 3 133 (0) 18 (0) 612 (0)

H3 3 96 (0) 3 100 (0) 3 107 (0) 3 88 (0) 3 96 (0) 3 98 (0) 18 (0) 585 (0)

H4 2 72 (0) 3 95 (0) 3 100 (0) 3 106 (0) 3 90 (0) 3 98 (0) 17 (0) 561 (0)

H5 3 85 (0) 2 72 (0) 3 93 (0) 3 97 (0) 3 103 (0) 3 92 (0) 17 (0) 542 (0)

H6 3 85 (0) 3 85 (0) 2 70 (0) 3 92 (0) 3 95 (0) 3 101 (0) 17 (0) 528 (0)

H7 3 90 (0) 3 85 (0) 3 88 (0) 2 70 (0) 3 93 (0) 3 93 (0) 17 (0) 519 (0)

H8 2 71 (0) 3 94 (0) 3 84 (0) 3 85 (0) 2 68 (0) 3 92 (0) 16 (0) 494 (0)

H9 3 83 (0) 2 69 (0) 3 91 (0) 3 85 (0) 3 85 (0) 2 66 (0) 16 (0) 479 (0)

H10 3 83 (0) 3 82 (0) 2 66 (0) 3 90 (0) 3 85 (0) 3 84 (0) 17 (0) 490 (0)

H11 2 80 (0) 3 82 (2) 2 80 (0) 2 67 (0) 3 88 (0) 3 86 (0) 15 (1) 483 (2)

H12 3 82 (0) 3 81 (0) 2 79 (3) 2 76 (0) 2 65 (0) 3 86 (0) 15 (2) 469 (3)

H13 3 87 (1) 3 83 (0) 2 77 (0) 2 79 (4) 2 76 (0) 2 63 (0) 14 (2) 465 (5)

H14 2 66 (0) 3 89 (0) 3 85 (1) 2 77 (0) 2 78 (4) 2 75 (0) 14 (2) 470 (5)

H15 3 95 (0) 2 66 (0) 3 87 (0) 3 83 (1) 2 76 (1) 2 76 (4) 15 (2) 483 (6)

H16 2 80 (0) 3 91 (0) 2 66 (0) 3 87 (0) 3 86 (2) 2 78 (0) 15 (2) 488 (2)

H17 2 63 (0) 2 80 (0) 3 84 (0) 2 62 (0) 3 87 (0) 3 86 (2) 15 (2) 462 (2)

H18 2 58 (1) 2 64 (0) 3 81 (0) 3 87 (0) 2 62 (0) 3 86 (0) 15 (1) 438 (1)

H19 2 66 (0) 2 57 (1) 2 65 (0) 2 79 (0) 3 89 (0) 2 65 (0) 13 (1) 421 (1)

H20 2 73 (1) 2 65 (0) 2 54 (1) 2 66 (0) 2 80 (0) 3 89 (0) 13 (1) 427 (2)

H21 3 78 (1) 2 74 (1) 2 64 (0) 2 58 (1) 2 68 (0) 3 83 (0) 14 (2) 425 (3)

H22 2 68 (1) 2 77 (1) 2 73 (1) 2 63 (0) 2 56 (1) 2 66 (1) 12 (2) 403 (5)

H23 3 77 (1) 2 65 (1) 2 74 (1) 2 72 (1) 2 63 (0) 2 57 (1) 13 (2) 408 (5)

H24 2 60 (1) 3 75 (1) 2 62 (1) 2 75 (1) 2 74 (0) 2 63 (0) 13 (2) 409 (4)

H25 2 59 (1) 2 61 (1) 2 76 (1) 2 62 (1) 3 77 (1) 2 74 (0) 13 (2) 409 (5)

1年生 2年生 3年生

児童数児童数 児童数 組

6年生 合計4年生 5年生

児童数児童数 児童数 児童数
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（３）通学区域の変更

現在の相模小学校通学区域は、大神、吉際及び田村の一部の地区ですが、移転後は田村地区は

全て神田小学校通学区域に編入すると想定します。想定による移転後の児童数は、総児童数 416

人（平成 25年 7 月時点）のうち、田村地区の 110 人を除くと、約 300 人(1 学年約 50人)となりま

す。

Ｎ

大神地区

田村地区

現相模小学校

現在の相模小学校の通学区域
・大神地区
・吉際地区
・田村地区※1

※1  田村は以下の地区のみ
・四丁目８番～３７番
・六丁目９番～２６番
・八丁目４番～７番、２３番～２５番
・九丁目

総児童数 416人
（H25.7 現在）

地区別児童数
単位 [人]現在の通学区域

移転予定地

吉際地区

Ｎ

現相模小学校

移転予定地

変更後通学区域

ツインシティ大神地区土地区画整理事業計画地区

相模小学校通学区域地区境界

<現在>

<移転後>

大神, 
287吉際, 

9

田村, 
110

その

他, 10
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（４）大神・吉際地区の人口変化 

大神、吉際地区の平成元年から 25 年までの人口変化は、平成 11 年の 5,604 人をピークに減少

傾向にあり、平成 25 年は 5,382 人と 222 人(4％)減少しています。世帯数は平成元年の 1,418 世

帯から平成 25年は 2,012 世帯(1 世帯 2.7 人)と約 1.42 倍に増えており、子どものいない世帯が増

加していると考えられます。土地区画整理事業により、今後は若い世帯及び人口の増加が想定さ

れます。

人口
世帯数
人口
世帯数
人口
世帯数

大神地区

吉際地区

計

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13
人口 4,514 4,632 4,955 5,020 5,028 5,126 5,212 5,198 5,302 5,334 5,374 5,361 5,298
世帯数 1,354 1,396 1,548 1,581 1,585 1,658 1,701 1,704 1,764 1,798 1,846 1,865 1,789
人口 240 236 242 243 235 235 239 222 226 238 230 232 222
世帯数 64 63 71 74 71 73 78 66 63 72 68 69 73
人口 4,754 4,868 5,197 5,263 5,263 5,361 5,451 5,420 5,528 5,572 5,604 5,593 5,520
世帯数 1,418 1,459 1,619 1,655 1,656 1,731 1,779 1,770 1,827 1,870 1,914 1,934 1,862

大神地区

吉際地区

計

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
5,319 5,315 5,225 5,199 5,133 5,199 5,169 5,223 5,173 5,155 5,146 5,158
1,825 1,856 1,840 1,858 1,846 1,893 1,902 1,949 1,930 1,910 1,913 1,929
222 228 228 219 208 215 212 218 228 231 231 224
77 79 79 79 70 73 72 77 78 80 83 83
5,541 5,543 5,453 5,418 5,341 5,414 5,381 5,441 5,401 5,386 5,377 5,382
1,902 1,935 1,919 1,937 1,916 1,966 1,974 2,026 2,008 1,990 1,996 2,012

4,600

4,800

5,000

5,200

5,400

5,600

5,800

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25

人口数

(人)

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

世帯数

(世帯)世帯数は平成元年から
1.42倍に増加

人口はピークの平成11年から
222人(4%)減少



第 1章 前提条件 

8 

３.現相模小学校の施設状況 

現相模小学校の敷地は、西側に国道 129 号、東、南及び北側は市道で囲まれています。敷地周辺

との連続性はなく、校舎はバリアフリーになっていない等の課題があります。 

（１）敷地状況 

① 敷地面積 14,985 ㎡ 

② 主な所有建物

建物名称 構造 建設年月日 階数 保有面積 

北校舎

普通教室棟 RC 造 昭和 43 年 3 月 4 777 ㎡ 

管理・教室棟 RC 造 昭和 47 年 3 月 3 2,041 ㎡ 

配膳室 RC 造 昭和 51 年 8 月 3 117 ㎡ 

南校舎 RC 造 昭和 60 年 3 月 3 2,041 ㎡ 

体育館 S 造 昭和 43 年 3 月 1 918 ㎡ 

プール棟 CB 造 ― 1 128 ㎡ 

計 6,022 ㎡ 

プ
ー
ル

プ
ー
ル

プ
ー
ル

北校舎

プール棟

市道 田村４９号

南校舎 神田保育園

神田小学校

市道 田村４５号

体
育
館

グラウンド

給食搬入

東門
(サービス)

西門
(児童入口)

南門
(グラウンド管理)

市
道

田
村
47
号

国
道

１
２
９
号

敷地に接する道路 
 敷地南側及び東側道路の道幅が狭いう

え、送迎や抜け道として利用する車が多

く危険との声がある。 

 車道と歩道の間のガードレールがない

所、歩道がない所が多い。 

 自治会、地域団体、保護者及び教職員に

よる登下校の見守りがある。 

グラウンド 

 北校舎の東昇降口を使用する児童が

バックヤードや車の往来がある場所

を通ってグラウンドへ出る必要があ

る。

ＮＮ

北側道路境界 
 歩道と敷地をインターロッキングブロックの歩道で統一感を持たせている。

 植栽が設置されている。

西側敷地境界 
 騒音対策として塀及び防音フェンスを設置しており、視

界が遮られている。

記念樹 

楠 

B

C

G D

F

E

A

約46ｍ

約

96

ｍ 
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A：グラウンドからの全景 

B：西側入口(昇降口) C：北側入口(正門) 

G：中庭の飼育舎 

E：東南入口(グラウンド・体育館利用口)

F：グラウンド 

D：東側入口(昇降口・サービス利用口) 
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（２）施設状況 

北校舎南校舎

体育館
校舎 
 バリアフリーではない。(スロープ、エレベーターがない) 
 流しが少ないので不便。またバケツの水を流せる場所が各流し

にない。

職員室 
 グラウンドが見えない。

 2 階にあるため、来客や業者等への対応が手薄になる。

 印刷機や拡大機、テーブル等を置くスペースがある。

[利用上望ましい事項] 

普通教室棟 
 各階に教材室や児童の更衣室。

 100～150 名程が様々な用途に使える教室、オープンスペース。

防災 
 校内の防災用品を入れておける倉庫。

 津波避難時にある程度の高さと広さがある場所(屋上等)。
 不審者が入りにくいドア等の構造や、防犯カメラ等。

維持管理 
 現状持ち歩く鍵が多いため 1本のマスターキーでの対応。

児童がよく集まるところ 
 虹色広場はランチイベントや朗読会で使用

各教室の用途は H24 年度時 

H

K

L

J

I

M
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H：屋上 I：音楽室 

J：家庭科室 K：図書室 

L：虹色ひろば M：体育館 

流し 普通教室 
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（３）活動内容の一例 

現相模小学校の取組みを以下に示します。 

①地域コミュニティでの取組み 

一年間を通じ、幅広い年齢層の方々との交流を図り、学校を中心とした地域社会の教育向

上に努めています。 

よりきの郷 

(大神地区町

内福祉村 

[東部福祉会

館白寿荘内])

3 年生

5月に大神公民館南側畑でさつまいもの植付けを実施。収穫後、家

庭科室で料理教室を行い、理科室及び図工室を使って地域の方々と

ともに食事会を開催（10月）。 

5 年生

5月に神田幼稚園西側の水田で田植えを実施。9月に収穫し、「相模

なかよしふれあい祭り」を開催。家庭科室他で調理の後（もちつき）、

全校での食事会を開き、地域の方々と、砂絵、入浴剤、スライム、

しめ縄や駄菓子などをつくる体験学習を実施。（校外だけでなく校

内にも畑があり、いも等の苗の栽培を行っている。） 

長寿会 2 年生

11 月に交歓給食会を実施。体育館で児童による演奏・合唱、長寿

会によるリズム体操の披露（2部構成）ののち、理科室・図工室を

使って給食の食事会を開催。 

親子ふれあい

(PTA 活動) 

1 年生
学校内の畑で大根の種まき（生活科授業）や、親子でトン汁作りを

実施。（家庭科室） 

5 年生 おにぎり作り（図工室：炊飯器を利用） 

6 年生 焼きそば作り（理科室：ホットプレートを利用） 

神田小学校との交流 
・「神田郷土いろはかるた」によるかるたとり会。（1月） 

・昔あそび：地域の方々と 2月に実施。 

地域開放 体育館、グラウンド 

大神公民館南側畑 
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②授業での取組み 

校舎外での学習・活動も積極的に実施しています。 

大神公民館 
大神公民館の体育館及び運動場を利用して、地域の方々とのふれ

あい、交流等のためのレクリエーションを実施。 

地域施設の利用 

6 年 歴史探検(地域神社・寺院等) 

4 年 
理科体験学習(パーカライジング研究所)、社会学習(環境事業セン

ター)、相模川上下流域交流(大神グラウンド) 

1 年 生活科 虫取り(大神グラウンド) 

③環境への取組み 

植物の栽培を通して環境保護の意識向上に努めています。 

緑のカーテン 

PTA と協力して活動を実施。 

緑化活動 

学年ごとに様々な栽培・観察を実施。 

(ひょうたん･ホウセンカ･ミニトマト･大根･ジャガイモ･アサガ

オを栽培) 

④防犯 

児童の安全を確保するための対策を実施しています。 

登下校時の見守り 自治会、よりきの郷、保護者及び教職員を中心に地域全体で実施。

緑のカーテン 
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４.移転予定地の周辺状況 

（１）関連する施設の配置状況 

現相模小学校は、国道 129 号沿いにあり、神田小学校及び神田保育園に隣接し、周辺には神田

中学校及び神田公民館等があります。移転予定地は、大神公民館と隣接し、周辺には大神保育

園及び大神公園プール等があります。 

移転予定地周辺の公共施設等 

Ｎ

移転予定地

現相模小学校

大神公民館

大神公園・プール

大神保育園

余熱利用施設
建設予定地

神田相模学童クラブ

こどもクラブ・サクラはうす

現相模小学校通学区域

ツインシティ計画地区

わくわく大神美里学童クラブ

パーカライジン
グ研究所

白寿荘

田村地区

大神地区

吉際地区

環境事業
センター

神田中学校

神田小学校

神田公民館

神田保育園



第 1章 前提条件 

15 

（２）関連する施設の概要 

①大神公民館 

移転予定地は大神公民館と隣接することから、地域の人々と様々な交流が可能となります。 

大神公民館の概要 

所在地 
〒254‐0012 

平塚市大神 2391‐1 

延床面積 1,000 ㎡ 

建築年 昭和 63 年（1988 年） 

アクセス 平塚駅北口から本厚木駅南口行きバス真芳寺下車徒歩５分 

主な施設 

大ホール（250 人）・文化活動室（30 人） 

和室（15人）・調理室（30 人） 

和室（50人）・視聴覚室兼会議室（30人） 

図書室兼会議室（30 人） 

館内平面図 

大神公民館と学校で

連携の可能性のある

イベント・交流等 

地域のお祭り・イベント会場 

スポーツ団体との交流・講習・練習・試合 

文化祭での団体・グループとの交流・練習・発表 

公民館が主体となる書道・茶道・舞踊・囲碁・ダンス等の生涯

学習を通じた交流会･イベント 

大神公民館外観 

ステージ

応接室

倉庫

文化活動
管理室和室

倉庫

倉
庫

給
湯

給
湯

W
CW
C

W
C

W
C

W
C

和室
視聴覚室
兼会議室

図書室兼
会議室

大ホール

調
理
室

1F 2F

事
務
室

元
管
理
人
室

N
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②大神公園プール 

平塚市には、屋内プールが総合公園温水プールの 1施

設、屋外プールが湘南海岸公園プール、大神公園プー

ル及び大久保公園プールの 3 施設あり、移転予定地は

大神公園プールに隣接しています。 

大神公園プールの概要（平成 25 年度詳細） 

開催期間 7 月 26 日～8月 24 日 

開催時間 午前 10 時～午後 4時（水浴時間は午後 3時 40 分まで） 

入場料 無料 

所在地 平塚市大神 2336 

プール槽 

たて×よこ×深さ 

長方形プール【25M×13M×1.0M～1.2M】 

円形プール【直径 6M×0.5M】 

③放課後児童クラブ(学童保育) 

平塚市内に放課後児童クラブは 36 か所あり、市内全小学校 28 校について 1 か所以上が設

置されています。（平成 25 年 4月 1日時点） 

移転予定地周辺には、わくわく大神美里学童クラブがあります。 

周辺学童クラブの例 

神田相模学童クラブ 

開設時間(平日) 12：30～19：00 

所在地 田村 6-8-24 

対応する通学区域 神田小学校、相模小学校 

わくわく大神美里学童クラブ 

開設時間(平日) 13：00～18：30 

所在地 大神 2380 

対応する通学区域 神田小学校、相模小学校 

こどもクラブ・サクラはうす 

開設時間(平日) 12：30～19：00 

所在地 田村 8-16-20 

対応する通学区域 神田小学校、相模小学校 

大神公園プール 
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④余熱利用施設 

大神地区には余熱利用施設(水中トレーニング槽)の基本構想があります。 

余熱利用施設の概要 

所在地 大神 3344-4、3345-12、3345-16、3345-17 

必要な敷地面積 約 3,800 ㎡ 

延床面積 約 2,000 ㎡ 

用途地域 工業専用地域 

用途 余熱利用水泳場 

目標年次 平成 28 年度内 
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５.土地区画整理事業からの条件整理 

（１）移転予定地と事業エリア 

移転予定地は土地区画整理事業地区にあります。 

ツインシティ大神地区は、平塚市の北の核として環境と共生を理念としたモデル都市の整備が

位置づけられています。そのため土地区画整理事業により、計画的かつ効果的な土地利用を図

り、新たな産業や都市機能を集約するとともに、良好な市街地及び周辺の環境と調和した環境

共生都市の形成を図ることを目的としています。 

移転予定地は土地区画整理事業の教育地区にあり、市街地にも近く、国道 129 号から離れてい

ることから、自動車による騒音も少ない敷地です。また、現在の大神・吉際地区の人口にツイ

ンシティ大神地区の計画人口 3,300 人を含めた人口重心に近接する位置にあります。 

事業名 （仮称）平塚都市計画事業ツインシティ大神地区土地区画整理事業 

施工者名 （仮称）平塚市ツインシティ大神地区土地区画整理組合 

施工予定面積 約 68.8ha 

計画人口 居住人口約 3,300 人 

従業人口約 6,000 人 

土地利用計画ゾーニング図 
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（２）敷地周辺状況写真

移転予定地は、大神公民館の東側です。

D

A

A

D

C

C

E

E

B

B

N
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６.移転予定地に係る条件の整理 

（１）建築基準法 

移転予定地の建築条件を以下に示します。 

敷地条件 計画 (参考)現相模小学校敷地 

地名地番 
平塚市大神地内 

ツインシティ大神地区地区計画区域内 
平塚市田村 1465 

敷地面積 約 19,200 ㎡（地区計画面積約 68.8ha） 14,985 ㎡ 

法
的
条
件

用途地域 第一種住居地域 第一種住居地域 

建ぺい率 60％ 60％ 

容積率 200％ 200％ 

都市計画上の主な

制限 
準防火地域・第二種高度地区 準防火地域・第二種高度地区 

日影規制 
4 時間・2.5 時間 

(平均地盤面からの高さ 4ｍ) 

4 時間・2.5 時間 

(平均地盤からの高さ 4ｍ) 

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
地
区
計
画
か
ら
の
条
件

壁面の位置の 

制限 
1ｍ 

― 

建築物等の高さ

の最高限度 
15ｍ 

建築物等の形態

又はその他の意

匠の制限 

 河川や広大な田園等の周辺環境との調

和 

 富士山等の山並みへの遠望に配慮した

配置、規模及びデザインとし、ゆとりあ

る安らぎ空間を創出する 

 屋外広告物は、屋上に設置しない 

垣又はさくの構

造の制限 

生け垣又は透視可能なフェンスとしなけ

ればならない。ただし、門、門に付随する

袖壁又は高さ 65ｃｍ以下のコンクリート

ブロック塀等は除く。 

建築物の緑化率

の最低限度 
20％ 

接
道
状
況

東側 6.0ｍ、4.0ｍ 
4.43～4.73ｍ 

(市道田村 47号線)

西側 9.0ｍ(歩道あり) 
22.0ｍ 
(国道 129 号)

南側 6.0ｍ 
4.47～6.59ｍ 
(市道田村 45 号線)

北側 18.0ｍ(歩道あり) 
10.23～10.32ｍ 
(市道田村 49 号線)
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（２）平塚市まちづくり条例等 

本計画に適用される条例等を以下に示します。 

 平塚市建築基準条例 

 平塚市建築基準法施行細則 

 平塚市地区計画建築物条例 

 平塚都市計画高度地区の運用基準 

 ツインシティ大神地区まちづくり計画 

 平塚市まちづくり条例 

 平塚市まちづくり条例施行規則 

 平塚市景観条例 

 平塚市屋外広告物条例 

 神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例 
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７.前提条件のまとめ 

（１）児童数等の推移 

児童数は平成元年から年々減少し、平成 25 年時点で約 34％減となっており、平成 30 年 4 月

の通学区域再編成を想定すると、現在の通学区域(大神・吉際・田村)から、移転後の児童数は

約 300 人と想定されます。 

学年別児童数をみても、平成 5年以降、多い学年でも 100 人(3 クラス)程度であり、ここ 4年

間は 90 人を超えていませんので、想定される通学区域でも、１学年あたり約 50 人程度(2 クラ

ス)と想定されます。 

大神・吉際地区の人口は、平成 11 年の 5,604 人をピークに減少傾向にあり、平成 24年は 5,377

人となりますが、土地区画整理事業により今後若い世帯及び人口の増加が想定されます。 

（２）現相模小学校の施設状況 

①学習環境 

100～150 人が多目的に使える教室、オープンスペース、各階の教材室及び児童の更衣室等、

教室のサポート機能の充実が求められています。 

地域の人々との交流・体験学習をより活性化させる学校づくりが求められています。 

②安全性確保 

バリアフリーを考慮した通学動線及び職員室からの見通しの確保と、防犯カメラの設置等に

よる校内及び周辺の安全性が求められています。 

③防災面 

浸水被害時の高所避難場所及び防災用品の保存場所の確保等が求められています。 

④環境面 

緑のカーテンの活動及び植物の栽培等ができる環境が求められています。 

⑤学校の継承 

体育館南側にある記念樹のくすのき、児童の憩いの場、学習の場として愛されている虹色ひ

ろば、体験学習及び校外授業等、地域コミュニティとのつながりが強い様々な学習活動等が、

現相模小学校の継承として求められています。 

（３）移転予定地の周辺状況 

移転予定地に隣接する大神公民館及び南側に位置する住宅地とのつながりを考慮した施設の

配置を検討する必要があります。 

（４）移転予定地に係る条件の整理 

ツインシティ大神地区まちづくり計画に適合させ、景観形成、緑化修景及び環境配慮等におい

て街の魅力を高める施設計画とする必要があります。 
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１.相模小学校のあり方の検討 

（１）基本方針 

「相模小学校移転に係る整備方針(平成 25 年 4 月)」に示された整備方針に従って、本計画の方

針を以下に示します。

① 豊かな学びを創造し、確かな学力を育む学校づくり 

充実した学びを得られる環境を整備します。 

創造性のある学習の場とするため、合同学習、グループ活動及び個別指導等の多様な学習形

態に対応できる教室を設置するとともに、ＩＣＴ(※1)等環境の充実を図っていきます。

※1： パソコンや電子黒板などの情報・通信技術のこと。（Information and Communication Technology の略） 

② 安心安全な学校づくり 

安心して学べる環境を整備します。 

児童が安心して学校生活を過ごすことができ、また、地域の災害時における避難所として、

誰もが使いやすい施設となるよう、安全性が高く、ユニバーサルデザイン(※2)などに配慮し

ます。

※2： 年齢やハンディキャップの有無に関わらず、すべての人が利用しやすいようにデザインされたもののこと。 

③ 環境にやさしい学校づくり 

健康な生活を保つための活動の場として整備します。 

環境共生モデル都市を目指すツインシティ大神地区の学校として、校舎の省エネルギー化を

進め、地球規模の環境に配慮した、エコスクール(※3)を目指します。

※3： 環境にやさしく、自然と共生しながら、環境教育の教材として活用される学校のこと。  

④ 地域に親しまれる学校づくり 

心と心のふれあいを通して学びが豊かになる取組みの場として整備します。 

これまで地域と共に歩んできた活動・交流を継承するとともに、高齢化社会と核家族による

地域コミュニティの活性化を図る拠点として、児童からも地域からも親しまれる学校を目指

します。

基本となる条件 

現在の相模小学校の規模を基本として、土地区画整理事業の進捗に伴う児童数の増加を考慮し、

適切なものとします。

地域の人々との交流活動、周辺環境との調和、周辺施設との連携を図り、将来に渡って地域に

愛される学校を継承します。

建設にあたっては、建物の長寿命化の考え方を踏まえて、建設から維持管理まで十分な検討を

行い、ライフサイクルコスト(※4)の低減を図ります。

※4： 建物の建築、維持管理、解体に至るまでに掛かる費用の総額のこと。 
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（２）施設規模の設定

人口統計と土地区画整理事業から児童数を設定し、適正な規模を検討します。

平成 25 年 7 月時点の全児童数は 416 人で、そのうち通学区域変更が予測される田村地区の児童

は 110 人です。全児童数のこれまでの推移や、大神・吉際地区の人口変化からも、児童数は今後

も同等と考えられることから、本計画では約 300 人(１学年 50 人(２クラス))の児童を対象に検討

します。

また、土地区画整理事業地区の児童の増加数は、居住人口 3,300 人に対し、平成 25年 1月 1日

現在の平塚市における小学校の児童年齢(6～11 歳)の割合 5.3％を適用すると、175 人と予測され

ますので、土地区画整理事業地区の若い世帯の転入により、児童の一時的な増加が生じた際に対

応が可能なよう児童数 475 人を想定した施設規模の検討を行います。

（３）必要諸室と面積設定 

以下に本計画における必要諸室とゾーニング、面積設定の考え方を示します。 

①全体面積 

各室の床面積は、通学区域変更後の約 300 人を対象に設定します。全体の床面積は現相

模小学校の床面積と同程度となりますが、１人あたりの床面積を増加させることで、質的

な向上を図ります。 

児童数 約 300 人 

計画面積 6,100 ㎡(現相模小学校と同程度) 

②普通教室部門 

a.普通教室 

床面積が 8ｍ×8ｍの 64㎡の教室を各学年２教室ずつ確保します。1クラス 40人（1

年生は 35人）を最大とすると、40人×2クラス×5学年+35 人×2クラス×1学年＝470

人となり、想定児童数約 300 人に対し、170 人を追加で収容できます。 

ツインシティ計画による人口増加から、一時的に児童数が 175 人程度増加することを

想定していますが、各学年 2クラス(80 人)以内の児童数であれば、本校舎で対応可能

となります。全 12 クラスを超える場合には、新たな校舎もしくはリース等による仮設

校舎の増築での対応を検討します。 

b.多目的教室 

学びの意欲や自己を向上させるため、多目的教室を設置します。2学年ごとに 1教室

を確保し、小人数グループ学習利用、縦割り学級、児童の作品展示やミニ図書館等と

して活用し、オープンスペースと合わせ、児童が主体的に学び遊べるように、学習環

境の向上を図ります。また、本やパソコン（将来的にはタブレット）機器等を配置す

るなど、個別に管理できる独立したスペースとして活用することも可能です。なお、

児童が一時的に増加した場合は、普通教室として利用できるような計画とします。 
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c.オープンスペース 

現相模小学校にある「虹色ひろば」のような自由なスペースとして活用するほか、学

年に応じて普通教室での活動をサポートするスペースとなります。まとまったスペー

スとしての教室的な使い方、廊下を教室の一部として補うような使い方や、洗面所と

して歯磨き指導等を行うスペースとして、学年や教育方針に合わせて活用します。 

d.教材室 

各授業で使用する教材置場を低・中・高学年ごとに配置します。 

e.トイレ 

成長にあわせて洗面カウンターの高さ等を変えられる配慮を行います。 

f.更衣室 

低・中・高学年にそれぞれ配置します。運動会等全学年での同時利用等を考慮し、一

か所にまとめ配置も検討します。 

③特別支援学級教室部門 

a.教室・グループ学習室・プレイスペース 

器材を設置するスペースや多目的な利用、洗面所等の教室内設置を想定するとともに、

グループ学習やプレイスペースを併設します。 

b.通級指導教室 

普通学級に在籍する発達障害のある児童に対し、障害の状態に応じた特別の指導（「自

立活動」及び「各教科の補充指導」）を行うスペースを確保します。 

④特別教室部門 

a.特別教室 

特別教室は普通教室の 1.5 倍程度の面積とし、準備室を隣接配置します。地域住民と

の体験学習の場としても利用できるランチルーム(多目的ホール)と家庭科室、生活科

室をグループ化して配置し、『交流センター』として体験等の学習活動を活性化しま

す。 

図書室、コンピュータ室及び理科室を『メディアセンター』としてグループ化し、各

学年からアプローチしやすく、また、ランチルーム(多目的ホール)に近い位置に配置

します。グループ化することで、図書館、コンピュータ室及び理科室で調べ学習や実

験など行った後、発表の場としてランチルーム(多目的ホール)を活用する等、スペー

スを多目的に利用できるようにします。 

図工室及び音楽室は『創作センター』として、児童が自ら創作し、練習して技能を高

められる場づくりを行います。 

b.特別教室の展示ギャラリー 

図工室、理科室、家庭科室及びコンピュータ室の近くに展示ギャラリーを配置し、児

童の作品や研究発表等の展示、興味を持つような資料等の展示ができるようにします。 
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⑤体育館部門 

児童数を考慮し、バスケットコート 1面(小コート 2面)とステージ、用具庫・トイレ

を確保し、団体等への貸出しにも容易に対応できるゾーニングを配慮します。また、

災害時の避難所利用を想定し、食事の提供が可能となるよう家庭科室を近くに配置す

ることも検討します。 

⑥管理部門 

a.校務関連諸室 

職員室は、児童が身近に感じて出入りしやすい間仕切壁や扉のつくりにするとともに、

教職員の目が学校の様子に行き届くように配慮します。また、校務関連諸室は教職員

の業務に必要な機能を効率化できるように配置します。 

b.保健室・相談室 

保健室は個別スペースの確保とともに、相談室と合わせた広い面積での使い方ができ

るような検討も行います。相談室は個別相談や心のケアができるよう配慮します。 

c.ＰＴＡ室 

体験学習等をサポートする保護者及び地域の住民との打合せ等を行いやすいスペー

スづくりを行います。 

⑦地域連携部門 

a.地域連携室

放課後児童クラブ及び地域の住民との体験学習等を通じた交流や活動のためのスペ

ースを確保します。 

b.用具庫 

保護者及び地域の住民の利用も考慮した配置を検討します。 

⑧その他 

a.廊下・階段・エレベーター・機械室、配膳室等 

コンパクトな校舎計画を前提に、必要諸室に合わせた面積を確保します。 
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現状面積・計画面積表

室名 現状面積(㎡) 計画面積（㎡） 計画面積備考

普通教室 835 768 6学年×2クラス(8m×8m=64㎡)

普通教室（多目的） 130 192 3クラス(8m×8m=64㎡)、2分割して小人数教室として利用

特別支援教室 96 192 個別指導室×3、通級指導教室、ﾌﾟﾚｲｽﾍﾟｰｽ、多目的ﾄｲﾚ

オープンスペース - 150 50㎡×3

更衣室 - 60 30㎡×2

小計 1,061 1,362

理科室 96 96

理科準備室 32 32

音楽室 96 96

音楽準備室 32 32

楽器庫 - - 授業や学校イベント等で使用する楽器を保管

家庭科室 96 96

家庭科準備室 32 32

図工室 96 96

図工準備室 32 32

コンピュータ室 96 96

コンピュータ準備室 32 32

展示ギャラリー - 96 廊下へのコーナー化（理科、図工、家庭、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）　児童の作品・研究発表の展示等

図書室 128 128

図書準備室 - 32

生活科室 - 64 低学年の授業で使用

多目的ホール（ランチルーム） 46 128 ランチ以外に学年の集会等多目的に利用

児童会室 64 32

放送室 66 32

小計 947 1,152

体育館 665 960

倉庫 45 上に含む

玄関 21 〃

器具庫 50 〃

更衣室 13 〃

舞台 88 〃

放送室 13 〃

便所 24.5 〃

プール 128 -

小計 1,046 960

職員室 128 128

校長室 64 32

会議室 - 64 保護者、来校者、教職員の会議等で使用

事務室 32 32

教材製作コーナー・印刷室 - 32 職員室に含むことも検討

保健室 66 64

相談室 33 32

校務作業員室 - 32 必要に応じて設置検討

職員更衣室 32 32

来客・職員便所 20 32

資料室 36 16

教材室 16 16 普通教室部門に近接配置

PTA室 32 32

来客・職員玄関 - 0 運営方式により設置

小計 460 544

地域ギャラリー - - 廊下へのコーナー化を検討

地域連携室 64

用具庫 - 20

小計 0 84 運営方式により設置　夜間・休日等に地域で使用できるスペース

給食搬入室・配膳室 153 128

便所 312 230 普通教室部門に近接配置

昇降口・廊下・階段・EV等 2,043 1,640 　

小計 2,508 1,998

6,022 6,100

便所・通路等

合計

普通教室部門

特別教室部門

管理部門

体育館部門

地域連携部門
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（４）必要諸室の機能関連

必要諸室の面積(大きさ)と近接関係を、ゾーニング(グループ分け)をして視覚的に示します。

機能構成プログラム 

6,100.0 ㎡ 

4,102.0 ㎡ 

1,998.0 ㎡ 
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（５）現相模小学校の継承 

思い出に残る品や記念樹に加え、地域と積極的にかかわる体験学習、活動及び交流をさらに発

展させ、生命や自然を大切にする心、人を思いやる優しさ、社会性及び規範意識を持つ心豊かな

児童を育てる場を継承します。 

（６）地域連携・地域開放 

大神公民館と隣接するメリットを活かし、児童を介した地域の交流の場となるようにします。

また、放課後児童クラブ(学童保育)、生涯学習やスポーツ等の多目的な利用に配慮した施設配置

を検討します。 

（７）防災機能 

計画敷地は、「南関東地震クラスの地震」（想定マグニチュード 7.9）が発生した場合の震度分布

では震度 6強の揺れとなり、建物全壊率は 20～40％以上が予測されることから、避難所として十

分に機能する耐震安全性が求められます。 

また、災害時に避難所がスムーズに運営されるためには、日頃から小学校での地域住民による

活動・交流が不可欠であると言われていることから、本計画においても地域連携を積極的に推進

するために、災害時に必要な機能を備えてた避難所としての機能を高めます。 

なお、相模川水系の河川が氾濫した場合の洪水ハザードマップで、浸水する深さが 0.5ｍ以上か

ら 1ｍ未満のエリアに想定されていることから、建設残土等を活用して、校舎及び体育館の地盤

面を現状の高さより 1ｍ引き上げる検討を行います。 

（８）プール 

短い利用期間やランニングコストを考慮し、通学区域内にある大神公園プールや余熱利用施設

(水中トレーニング槽)の基本構想があることから、これらの施設利用も検討します。 

（９）グラウンド 

グラウンドは、直線 100ｍ、周回 200ｍのトラックを確保します。学校利用のほかに休日の地域

スポーツ活動団体への貸し出しや、災害時の避難場所としての利用を考慮し、検討します。 

（10）給食 

計画敷地への調理場の整備は都市計画法によりできませんので、児童の食育等に配慮した配食

型の供給方式を検討します。 
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（11）外構 

人口重心が計画敷地南側にあることから、多くの児童は南側から通学することが予測されます。

計画敷地南側部分の一部を公開空地とすることで、小学校の｢顔｣となるような遊歩道を整備しま

す。 

計画敷地の周囲は、中・低木による植栽帯と透視可能なフェンスを設置し、周辺環境と児童の

安全性の向上を図るとともに、環境緑化にも貢献します。 
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２.施設計画 

（１）施設計画方針 

① 豊かな学びを創造し、確かな学力を育む学校づくり 

児童の主体性を育み、個人、グループ、クラス及び学年単位で学べる多様な学習の場の提

供。

学校図書館の機能充実、パソコン室との連携、ランチルーム(多目的ホール)の併設によるメ

ディアセンター化。

電子黒板の導入、全校無線 LAN 化・調べ学習用の PC 設置等の ICT 化の推進。

児童の体格差に配慮した施設計画。

オープンスペース、ラウンジ及び小グループの活動スペース等の児童が主体となって遊び

憩える場の創出。

屋外広場、バルコニー及び屋上のデッキテラス等の児童の屋外活動の場の充実。

手洗い場やトイレ等の児童がここちよく使える清潔空間の提供。

② 安心安全な学校づくり 

天井や設備を含む建物の耐震性に配慮した施設計画。

安全な通学路、職員室からの見通しの確保、防犯カメラの設置等のセキュリティに配慮し

た計画。

落下・衝突・滑り等が生じないように、児童の安全に配慮した施設計画。

ユニバーサルデザインによる施設計画。

校庭を屋外避難所、体育館を屋内避難所及び職員室を災害対策本部に転換できる計画。

③ 環境にやさしい学校づくり 

自然通風・採光が十分にとれる「気持ちいい」校舎。

現在相模小学校が「わかば環境 ISO」の独自メニューとして取り組んでいる緑のカーテン

の活動等を継続して行える「みどり豊かな」校舎。

計画敷地周辺に位置する水路を活かした潤いのある景観形成や、ビオトープの整備を行う

ことで「田園風景の記憶を継承」する校舎。

④ 地域に親しまれる学校づくり 

大神公民館との連携や地域開放が容易なゾーニングによる、まちに開かれた学校づくり。

児童や地域等が「みんなでつくる」学校。

西門のレリーフの移設や記念樹(くすのき・イチョウ・月桂樹他)の移植による現校舎の記憶

の継承。

⑤ 費用対策効果の高い経済的な施設づくり 

児童数の変化にフレキシブルに対応できる校舎(増築対応・スペース転換)。 

将来の教育内容の変化に柔軟に対応するための教室のフレキシビリティ化や用途転換への

配慮。 

設備更新等の施設維持管理に配慮したランニングコストを低減する施設。 



第２章 基本計画 

33 

（２）全体レイアウト 

施設は普通教室（低・中・高学年、特別支援）、特別教室（交流センター、メディアセンター、

創作センター）、校務センター及び体育館の４つのゾーンで構成します。

校務センターは学校の中心に配置し、各部の連携を高めます。

校務センター

体育館

普通教室

ランチ
ルーム

家庭科室 生活科室

図書館
コンピュー
タ室

理科室

音楽室 図工室

交流センター

メディアセンター

創作センター

特別教室

高学年
（5、6年）

中学年
（3、4年）

低学年
（1、2年）

特別支援

中学年
（3､4年）

生活科室
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（３）配置ゾーニング計画の考え方 

①土地利用 

日照を確保するため、校舎は北側に、グラウンドは南側に配置します。

②動線計画 

児童等のメイン動線となる正門は、東側、西側及び北側いずれかの道路に配置する案が考えら

れます。また、車の動線は、児童の動線と完全に分離して配置します。

グラウンドゾーン

校舎

児童動線公開空地による
歩道整備の検討
（学校の顔づくり）

歩道の整備

児童の主通学動線 車動線

N

校舎ゾーン

グラウンドゾーン

連携

N

連携
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（４）施設レイアウトの考え方 

①普通教室のレイアウト 

a.教室の利用目的 

低学年、中学年及び高学年の教室を分けて配置し、各学年の教室に多目的教室とオープンスペ

ースを隣接させ、多様な学習環境を提供します。

教室の利用目的(例) 

普通教室 

ゾーン 

特別支援教室 

ゾーン 

b.教室のレイアウト 

教室を直線で配置するレイアウトと、グループ化して配置するレイアウトがあります。本計画

は、教室の採光条件等がすべて同じになる直線型で検討します。

普通教室の配置バリエーション 

直線型 グループ型 

配
置
形
態

メ
リ
ッ
ト

 教室が全て同じ方位に面するため同じ

環境で学習できる。 

 少ないスペースで最も効率的に配置で

きる。 

 オープンスペースを中心に学年単位で

まとまりやすい。 

デ
メ
リ
ッ
ト

 オープンスペースが細長くなる。 

 面する方位により教室で環境が異なる。

 オープンスペースの採光の確保が課題。

 必要な敷地面積が大きくなり、建物の延

床面積も増える。 

個別
指導室
1

通級
指導室

個別
指導室
２

プレイ
スペース

グループ
学習室

個別
指導室
３

教師コーナー、談話コーナー、学習コーナー、読書コーナー、

小グループの活動スペース、手洗い場等、多目的に利用

小人数教室、グループ学習、縦割学級、児童の作品展示、

ミニ図書館等、多目的に利用 

学年

間仕切りの建具化

により様々な利用

形態に対応 

学級数が増えた時は

教室で利用 

学年

2分割可能にして

多目的に利用 

動線
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c.教室の形態 

各教室は、多様な学習形態や活動内容に対応できるようにします。教室と廊下の間は、開閉可

能な建具等で仕切り、集中力を高める必要のある場合は閉じて、学年ごとで教科学習等を行う

場合は開くなど、授業や活動内容に合わせ、フレキシブルに対応できるようにします。

教室の形態(例) 

教室の

形態例

間仕切

例 

例：仕切あり 例：オープン化 

クローズ型 セミクローズ型 オープン型 
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②普通教室と特別教室の配置

普通教室ゾーンと特別教室ゾーンは分けて配置するのが一般的です。配置の組み合わせは、大

きく分離型と併設型があります。

普通教室ゾーンと特別教室ゾーンの児童の移動は、なるべく他の低・中・高学年ゾーンを通ら

ずにアクセスできる動線計画とし、特別教室は、外部空間(広場)との連続性や地域の人々との体

験学習等に配慮した計画とします。

普通教室と特別教室の配置イメージ 

普通教室

普通教室

特
別
教
室

外部空間

校務
セン
ター

普通教室
(中学年)

メディア
センター

交流
センター

普通教室
(低学年)

普通教室
(高学年)

特別
支援
教室

創作
センター

南側

東側

北側

普通教室

特別教室

普通教室

廊下

普通教室 普通教室

特
別
教
室

外部空間

特別支援
教室

普通教室
(中学年)

校務
センター

メディア
センター

普通教室
(高学年)

創作
センター

交流
センター

普通教室
(低学年)

南側 北側

分
離
型
2

分
離
型
1

併
設
型

平面イメージ 断面イメージ

特別教室

普通教室

廊下等校務センター

メディアセンター 外部空間

廊下

創作センター

交流センター

外部空間

N

N

N
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（５）施設レイアウト計画 

①レイアウト計画の条件設定

前項までの配置ゾーニングと施設レイアウトの考え方から、次の 3 案が考えられます。また、

将来児童数が大きく増加した場合に備え、校舎の増築スペースを確保します。

A プラン B プラン C プラン 

配置ゾーニング

I型 L 字型 コの字型 

普通教室と 

特別教室の 

配置 

併設型 分離型１ 分離型２ 

児童の移動動線
普通教室と特別教室間の

移動動線がコンパクト

特別教室間の移動動線が

長くなる教室ができる。

普通教室と特別教室間の

移動動線がコンパクト

低・中・高の 

ゾーニング 
低 ・ 中 学 年 が 一 緒 低 ・ 中 学 年 が 一 緒 建 物 ・ 階 毎 で 分 離 

外部空間（広場）

と校舎のつながり

外部空間(広場)を介して

公 民 館 側 ・ 北 側 と

つ な が り や す い

外部空間(広場)を介して

北側とつながりやすい

外部空間（広場）が

閉 じ て い る た め 、

周辺とのつながりが希薄 

N

グラウンド

校舎

体育館
増築スペース

N

グラウンド

体育館

校舎

増築スペース

N

体育館

グラウンド

校舎

増築スペース

普通教室

特別教室

普通教室

廊下

廊下

外部空間

普通教室 普通教室

特
別
教
室

外部空間

普通教室

普通教室

特
別
教
室

外部空間

N N N
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３.構造計画 

（１）構造計画方針 

本計画の構造計画方針を、以下に示します。

① 児童と地域を守る耐震安全性の確保 

地震等、災害時において児童の生命を守り、避難所として十分に機能するための耐震性能

を確保します。

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」（国交省官庁営繕部）に示される耐震安全性の

分類の「構造体」は「Ⅱ類」とし、建築基準法で規定されている耐震性能に対して 1.25 倍

の性能を確保します。

② 機能と整合する構造 

教室や体育館等に求められる荷重や振動等の必要な機能に対し、合理的な構造形式・工法

を採用します。

③ 長寿命化への配慮 

仕上げや設備を更新しやすくつくる「スケルトン・インフィル」による整備を前提に、構

造躯体の長寿命化を行います。

④ 軟弱地盤への対応 

計画敷地は軟弱地盤であり、表層地盤の支持力不足が想定されるため、地盤改良を実施し、

支持力を確保できるようにします。
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（２）軟弱地盤面に対する検討 

①圧密沈下検討 

地質調査報告書（ツインシティ環境特性調査等業務、平成 17年 3月）より軟弱地盤が厚く

見られることから、上載荷重の増加による圧密沈下が生じることが予想されるため、既存デ

ータの圧密定数をもとに再度検討します。 

前提として、H＝0.5ｍの盛土を行い、整地したものと仮定

して、この時の全圧密沈下量、圧密時間を求めることとし

ます。（この時上載荷重 10kN/m2を考慮します） 

圧密検討結果 

算定上の最終沈下量は 7～8 ㎝程度と極めて小さく、かつ

圧密時間（90％圧密）も 50 日弱で終息するものと判定され

ます。 

盛土施工に許容沈下量については、残留沈下量で 10 ㎝程

度（道路土工軟弱地盤対策工指針）と規定されていていま

す。

構造物の許容沈下量については、鉄筋コンクリート造の場

合独立基礎で 5㎝、連続基礎で 10 ㎝、ベタ基礎で 10～（15）

㎝で規制されています。（建築基礎構造設計指針）

これらの基準を参考にすると、許容値以内であるため軟弱

地盤の圧密沈下対策工法については特に検討する必要がな

いものと判断されます。

②構造物支持力検討 

比較的大きな構造物を設ける場合は、表層地盤の支持力が不足する事が想定され、別途支

持力対策が必要となります。その対策として表層系地盤改良を実施し、改良した地盤によっ

て支持力を確保する必要があります。 

項   目 
算定方法 

Δe法 mv法 Cc 法 

全圧密沈下量 Sc(㎝) 7.764 8.224 6.598 

圧密時間ｔ(日) 47 47 48 
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４.設備計画 

本計画の設備計画方針を以下に示します。 

① 室内環境への配慮 

児童の学習及び活動内容に合わせた快適な熱・空気環境設備を確保します。

トイレ等の水廻りは、児童に親しまれる清潔感のある衛生器具を設置します。

 LED ランプによる初期照度補正機能の付いた照明器具の採用を検討します。

② ICT の充実 

デジタルテレビ、プロジェクタ及び将来の電子黒板の設置を考慮した計画とします。

校内 LAN を整備するとともに、パソコン室及び職員室は OA フロアとし、配線の更新を

容易にします。

③ 高効率機器の採用 

トップランナー変圧器、節水型便器及び個別空調の採用等による高効率機器によるエネル

ギー使用量の低減を図ります。管理部門及び特別教室の準備室等は、人感センサーによる

照明の点灯や使用中の部屋に限定した空調機運転等、エネルギーの効率的な使用を検討を

します。
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５.エコスクール 

（１）エコスクール化方針 

環境共生モデル都市を目指すツインシティ大神地区のエコスクールとして、子どもも大人も実

際に見て・触れて学習する体験・体感型の環境共生モデルとなる施設整備を目指します。

① 自然を取り込む「気持ちいい」校舎 

光あふれる風通しの良い校舎とし、太陽光発電及び風力発電等を表示

するモニターを設置するなど、子どもたちの省エネ意識を高めます。

自然通風・採光

太陽光発電

風力発電

② 「みどり豊かな」校舎 

低木、中木及び高木による植栽とともに建物には壁面緑化と緑のカー

テンを設置し、子ども達が手入れをし、緑の蒸散及び日除け効果を体

感できるようにします。

敷地周囲の緑化

壁面緑化

緑のカーテン

③ 「田園風景の記憶を継承」する校舎 

計画敷地周辺に位置する水路を活かし、教材園及び水田等を設置

するなど、植物とふれあい、自然及び環境について学習します。

教材園

水田

④ 再生資源の活用 

校舎の木質化、雨水利

用及び再生リサイクル

材を活用し、生活の中

で森林等の資源の大切

さを学びます。 

⑤ 「省エネルギー」校舎 

高効率の設備機器の採用とともに、建物内の自然通風及び自然採光等の低環境負荷への工夫や

断熱性能を確保することで、「冬あたたかく」「夏すずしい」ランニングコストを低減する省エ

ネルギー校舎とします。

太陽光発電 

緑のカーテン

木材利用 雨水利用 再生木デッキ

壁面緑化 

教材園 
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（２）校舎の木質化の検討 

校舎の木質化は、校舎に温かみが生じ、子どもの生活態度が落ち着くことによって、情操教育

に役立つと言われています。また、環境負荷軽減の観点からも大きな効果を得られることから、

積極的な木質化を検討します。 

具体的に、校舎の木質化には、構造に木を使う方法、内装の仕上げに木を使う方法、若しくは

その両方に木を使う方法の３つがあります。 

構造に木を使う方法を採用する場合は、延べ面積 1,500 ㎡以上かつ 3 階建て以上の校舎を想定

すると、計画敷地の法規制により耐火建築物とするか、主要構造部を耐火構造とした部分で主要

構造部を木造とした部分の延べ面積が 1,500 ㎡を超えないように区分けする等の工夫が必要にな

ります。 

なお、内装の仕上げに木を使う方法を採用する場合、特に支障となる法規制も少なく、地域産

の間伐材を利用し、再生資源の地産地消を図ることも可能です。 

学校の木造化の例（平面図） 

1,500 ㎡以下の 

準耐火建築物 

ＲＣ造の耐火建築物 3 階建て部分は 

ＲＣ造の耐火建築物

木造部分は 

2 階建て以下 

平面イメージ 断面イメージ 
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６.防災計画 

本計画は災害時の避難場所として、二次部材や設備の耐震安全性の確保を含め、以下の配慮を行い

ます。 

① 状況に応じた段階的な水害対策 

計画敷地は洪水ハザードマップの浸水エリア内にあるため、地階を設けない計画にします。 

洪水ハザードマップによる浸水被害は 0.5～1.0ｍと想定されているため、1 階フロアレベ

ルを約 1ｍ引き上げ、緑地帯の簡易堤と開口部に防水板を設置することによって、周辺の冠

水時は雨水の流入を防止します。 

災害時の避難場所となる体育館は、想定外の浸水時も利用できる計画とします。

② 避難所としての設備の充実 

自家発電機を設置し、防災設備のほか災害時の非常用コンセント及びエレベーターの動力

にも使用可能な計画とします。電気諸室は浸水被害を避けて屋上に設置します。

太陽光発電及び風力発電の電力を照明設備及び非常用コンセントに供給できる計画とし、

校庭などに充電式照明設備の設置を行います。

ガス会社保有の非常用移動式ガス発生設備に接続する「非常用移動式ガス発生設備接続口」

を家庭科室に設置します。

生活用水を確保するために雨水貯留槽の水の有効利用及び受水槽への緊急遮断弁の設置を

行います。

可能な限り校舎内のトイレが使えるよう、下水配管の耐震化を図ります。また仮設トイレ

を設置できるマンホールを整備します。

下水道本管が被災した場合に備え、建物ピットの一部を汚水槽として利用出来る計画とし

ます。

乳児用から大人用まで必要な備蓄を検討します。

③ 避難所への迅速な転換と学校教育活動の早期再開  

校庭を屋外避難所、体育館を屋内避難所、校務センターをはじめ 1 階部分を災害支援スペ

ースに転換できる計画とします。また、災害時には家庭科室を地域の炊き出し機能として

活用できる計画とします。

屋内避難所となる体育館は校舎と明確に区分し、専用の動線を設けるなど、中長期的な避

難生活を想定して学校と避難所を分離することによって、各々機能できる施設計画としま

す。

④ わかりやすく安全な避難計画 

生徒の日常動線を避難動線とするなど、わかりやすく安全な避難計画とします。 

普通教室、特別教室、体育館及び地域開放ゾーン等の各スペースのゾーニングを明確に区

分することで、避難時に誘導しやすく、動線の交錯がない避難計画とします。 

防災設備のイメージ 
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７.事業スケジュール 

８.概算工事費 

概算工事費は概ね 25 億円を見込んでいます。

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

校舎

体育館

グラウン
ド

外構

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

建築設計

用地取得

H31年度

整備方針

H29年度 H30年度

基本計画

整備
方針

基本計画

実施設計
積算

法手続

用地取得

グラウンド

整備

外構工事

６か月

体育館 建設工事

校舎 建設工事

H30.4
開校
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